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(57)【要約】
【課題】複数のユーザがそれぞれ実行可能な機能を効率
的に実行でき、しかも各ユーザの実行可能な機能を効率
的に管理できるようにする
【解決手段】表示制御装置において、認証した登録ユー
ザに対応した待機画面が表示される。待機画面は、特定
の処理が対応付けられたアイコンオブジェクト４１～４
８を含む。特定の管理者が認証された管理者モードにお
いて、編集要求が入力されると、管理者編集画面６０が
表示される。管理者編集画面６０は、登録ユーザ毎のタ
ブ６２～６４、選択された１つのタブの登録ユーザに対
応したアイコンオブジェクト、及び編集オブジェクト７
１～７５を含む。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　入力部と、
　記憶部と、
　制御部と、
　を備えた表示制御装置であって、
　前記記憶部は、登録ユーザ毎の待機画面を示す情報が記憶され、前記待機画面は特定の
処理が対応付けられた少なくとも１つのアイコンオブジェクトを含み、
　前記制御部は、
　前記入力部を介して入力される認証情報に基づいて前記表示制御装置のユーザの認証を
行う認証処理と、
　前記認証処理により何れかの前記登録ユーザが認証された場合にその認証された登録ユ
ーザに対応した前記待機画面を前記表示部に表示させる待機画面表示処理と、
　前記認証処理により特定の管理者が認証された場合に前記表示制御装置の動作モードを
管理者モードに設定する管理者モード設定処理と、
　前記管理者モードにおいて前記入力部を介して編集要求が入力された場合に前記表示部
に管理者編集画面を表示させる編集表示処理であって、前記管理者編集画面は、前記登録
ユーザ毎のタブ、選択されている１つの前記タブの前記登録ユーザに対応した前記少なく
とも１つのアイコンオブジェクト、及びその少なくとも１つのアイコンオブジェクトを編
集するために操作される編集オブジェクトを含む、前記編集表示処理と、
　前記管理者編集画面において、前記入力部を介して入力されるタブ切替操作に従い、選
択されている前記タブを切り替え、前記管理者編集画面に表示させる前記少なくとも１つ
のアイコンオブジェクトをその切り替え後の前記タブの前記登録ユーザに対応した前記少
なくとも１つのアイコンオブジェクトに切り替える、タブ切替処理と、
　前記入力部を介して入力される、前記編集オブジェクトの操作を含む編集操作に基づい
て、前記管理者編集画面に表示されている前記少なくとも１つのアイコンオブジェクトを
編集する編集処理と、
　を実行する表示制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示制御装置であって、
　前記管理者編集画面は、前記登録ユーザ毎のタブに加えて一括編集タブを含み、
　前記編集表示処理は、前記一括編集タブが選択されている場合、各前記登録ユーザに対
応した各前記少なくとも１つのアイコンオブジェクトを含む前記管理者編集画面を表示さ
せ、
　前記制御部は、さらに、前記編集処理の結果を前記登録ユーザ毎の各前記待機画面に反
映させる編集反映処理を実行する、
　表示制御装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の表示制御装置であって、
　前記編集表示処理は、前記一括編集タブが選択されている前記管理者編集画面において
、各前記少なくとも１つのアイコンオブジェクトを、どの前記登録ユーザの前記待機画面
に含まれるものであるかを視認可能な態様で表示させる、
　表示制御装置。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載の表示制御装置であって、
　各前記登録ユーザのうちのいずれか１つは前記管理者であり、
　前記編集表示処理は、前記一括編集タブが選択されている前記管理者編集画面において
、前記管理者に対応した前記待機画面にのみ含まれる前記アイコンオブジェクトを第１の
態様で表示させる、
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　表示制御装置。
【請求項５】
　請求項２～請求項４のいずれか１項に記載の表示制御装置であって、
　前記編集表示処理は、前記一括編集タブが選択されている前記管理者編集画面において
、全ての前記登録ユーザの前記待機画面に含まれる前記アイコンオブジェクトを第２の態
様で表示させる、
　表示制御装置。
【請求項６】
　請求項２～請求項５のいずれか１項に記載の表示制御装置であって、
　前記編集表示処理は、前記一括編集タブが選択されている前記管理者編集画面において
、いずれか１つの前記登録ユーザの前記待機画面に含まれる前記アイコンオブジェクトを
、対応する前記登録ユーザを認識可能な第３の態様で表示させる、
　表示制御装置。
【請求項７】
　請求項２～請求項６のいずれか１項に記載の表示制御装置であって、
　前記編集処理は、
　前記一括編集タブが選択されている前記管理者編集画面における、各前記少なくとも１
つのアイコンオブジェクトに対する特定の指定操作を前記入力部を介して受け付けるアイ
コン指定処理と、
　指定アイコンに対応したアイコン編集画面を前記表示部に表示させるアイコン編集画面
表示処理であって、前記指定アイコンは前記アイコン指定処理により前記指定操作が受け
付けられた前記アイコンオブジェクトであり、前記アイコン編集画面は、前記指定アイコ
ンを前記待機画面に表示させる前記登録ユーザを選択可能に構成されている、前記アイコ
ン編集画面表示処理と、
　前記アイコン編集画面に対する、少なくとも１つの前記登録ユーザの選択操作を前記入
力部を介して受け付ける登録ユーザ選択処理と、
　前記指定アイコンを、前記登録ユーザ選択処理により選択された前記少なくとも１つの
前記登録ユーザの各々の前記待機画面に表示されるように設定するアイコン設定処理と、
　を含む、表示制御装置。
【請求項８】
　請求項１～請求項７のいずれか１項に記載の表示制御装置であって、
　前記制御部は、さらに、
　前記管理者編集画面における前記タブ毎に、前記編集処理が行われた頻度を示す編集頻
度情報を前記記憶部に記憶する頻度記憶処理と、
　前記管理者編集画面において、各前記タブを、前記記憶部に記憶されている前記編集頻
度情報が示す頻度に基づいて決定される配列順序にて配列させるタブ配列処理と、
　を実行する表示制御装置。
【請求項９】
　表示部を備えた表示制御装置で用いられる表示制御方法であって、
　入力される認証情報に基づいて前記表示制御装置のユーザの認証を行う認証ステップと
、
　前記認証ステップにより何れかの前記登録ユーザが認証された場合にその認証された登
録ユーザに対応した待機画面を前記表示部に表示させる待機画面表示ステップであって、
前記待機画面は、前記登録ユーザ毎に個別に用意され、特定の処理が対応付けられた少な
くとも１つのアイコンオブジェクトを含む、前記待機画面表示ステップと、
　前記認証ステップにより特定の管理者が認証された場合に前記表示制御装置の動作モー
ドを管理者モードに設定する管理者モード設定ステップと、
　前記管理者モードにおいて編集要求が入力された場合に前記表示部に管理者編集画面を
表示させる編集表示ステップであって、前記管理者編集画面は、前記登録ユーザ毎のタブ
、選択されている１つの前記タブの前記登録ユーザに対応した前記少なくとも１つのアイ
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コンオブジェクト、及びその少なくとも１つのアイコンオブジェクトを編集するために操
作される編集オブジェクトを含む、前記編集表示ステップと、
　前記管理者編集画面において、入力されるタブ切替操作に従い、選択されている前記タ
ブを切り替え、前記管理者編集画面に表示させる前記少なくとも１つのアイコンオブジェ
クトをその切り替え後の前記タブの前記登録ユーザに対応した前記少なくとも１つのアイ
コンオブジェクトに切り替える、タブ切替ステップと、
　前記編集オブジェクトの操作を含む編集操作に基づいて、前記管理者編集画面に表示さ
れている前記少なくとも１つのアイコンオブジェクトを編集する編集ステップと、
　を有する表示制御方法。
【請求項１０】
　表示部と、
　入力部と、
　記憶部と、
　制御部と、
　を備えた情報処理装置において、前記制御部が実行可能な表示制御プログラムであって
、
　前記記憶部は、登録ユーザ毎の待機画面を示す情報が記憶され、前記待機画面は特定の
処理が対応付けられた少なくとも１つのアイコンオブジェクトを含み、
　前記表示制御プログラムは、前記制御部に、
　前記入力部を介して入力される認証情報に基づいて前記表示制御装置のユーザの認証を
行う認証処理と、
　前記認証処理により何れかの前記登録ユーザが認証された場合にその認証された登録ユ
ーザに対応した前記待機画面を前記表示部に表示させる待機画面表示処理と、
　前記認証処理により特定の管理者が認証された場合に前記表示制御装置の動作モードを
管理者モードに設定する管理者モード設定処理と、
　前記管理者モードにおいて前記入力部を介して編集要求が入力された場合に前記表示部
に管理者編集画面を表示させる編集表示処理であって、前記管理者編集画面は、前記登録
ユーザ毎のタブ、選択されている１つの前記タブの前記登録ユーザに対応した前記少なく
とも１つのアイコンオブジェクト、及びその少なくとも１つのアイコンオブジェクトを編
集するために操作される編集オブジェクトを含む、前記編集表示処理と、
　前記管理者編集画面において、前記入力部を介して入力されるタブ切替操作に従い、選
択されている前記タブを切り替え、前記管理者編集画面に表示させる前記少なくとも１つ
のアイコンオブジェクトをその切り替え後の前記タブの前記登録ユーザに対応した前記少
なくとも１つのアイコンオブジェクトに切り替える、タブ切替処理と、
　前記入力部を介して入力される、前記編集オブジェクトの操作を含む編集操作に基づい
て、前記管理者編集画面に表示されている前記少なくとも１つのアイコンオブジェクトを
編集する編集処理と、
　を実行させる表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アイコンオブジェクトを含む画面を表示する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、特定の処理が対応付けられた複数のショートカットボタンが表示され
、いずれかのショートカットボタンが選択されるとそのショートカットボタンに対応付け
られた特定の処理が実行されるように構成された処理実行装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２０１６－１５７２３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の処理実行装置が複数のユーザで共用される場合、複数のユーザがそ
れぞれ実行可能な機能を効率的に実行できることが望まれる。さらに、管理面からは、各
ユーザの実行可能な機能を効率的に管理できるようにすることが望まれる。
【０００５】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであり、複数のユーザがそれぞれ実行可能な機能
を効率的に実行でき、しかも各ユーザの実行可能な機能を効率的に管理できるようにする
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の表示制御装置は、表示部と、入力部と、記憶部と、制御部とを備える。記憶部
は、登録ユーザ毎の待機画面を示す情報が記憶される。待機画面は、特定の処理が対応付
けられた少なくとも１つのアイコンオブジェクトを含む。制御部は、認証処理と、待機画
面表示処理と、管理者モード設定処理と、編集表示処理と、タブ切替処理と、編集処理と
、を実行する。
【０００７】
　認証処理は、入力部を介して入力される認証情報に基づいて、表示制御装置のユーザの
認証を行う処理を含む。
　待機画面表示処理は、認証処理により何れかの登録ユーザが認証された場合に、その認
証された登録ユーザに対応した待機画面を表示部に表示させる処理を含む。
【０００８】
　管理者モード設定処理は、認証処理により特定の管理者が認証された場合に、表示制御
装置の動作モードを管理者モードに設定する処理を含む。
　編集表示処理は、管理者モードにおいて入力部を介して編集要求が入力された場合に、
表示部に管理者編集画面を表示させる処理を含む。管理者編集画面は、登録ユーザ毎のタ
ブ、少なくとも１つのアイコンオブジェクト、及び編集オブジェクトを含む。管理者編集
画面に含まれる少なくとも１つのアイコンオブジェクトは、選択されている１つのタブの
登録ユーザに対応する。即ち、管理者編集画面に表示される少なくとも１つのアイコンオ
ブジェクトは、選択されている１つのタブの登録ユーザに対応した待機画面に含まれる少
なくとも１つのアイコンオブジェクトを含む。編集オブジェクトは、その少なくとも１つ
のアイコンオブジェクトを編集するために操作される。
【０００９】
　タブ切替処理は、管理者編集画面において、入力部を介して入力されるタブ切替操作に
従い、選択されているタブを切り替える処理を含む。タブ切替処理は、さらに、タブ切替
操作に従い、管理者編集画面に表示させる少なくとも１つのアイコンオブジェクトを、タ
ブ切替操作による切り替え後のタブの登録ユーザに対応した少なくとも１つのアイコンオ
ブジェクトに切り替える処理を含む。
【００１０】
　編集処理は、入力部を介して入力される、編集オブジェクトの操作を含む編集操作に基
づいて、管理者編集画面に表示されている少なくとも１つのアイコンオブジェクトを編集
する処理を含む。
【００１１】
　このように構成された表示制御装置では、登録ユーザ毎に個別に待機画面が用意され、
いずれかの登録ユーザが認証されるとその登録ユーザに対応した待機画面が表示される。
そのため、複数のユーザがそれぞれ、実行可能な機能（即ち待機画面に含まれるアイコン
）を効率的に実行することが可能となる。
【００１２】
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　さらに、管理者モードにおいては、管理者編集画面が表示される。管理者編集画面は、
登録ユーザ毎のタブを有するタブ形式の画面である。管理者編集画面においていずれかの
タブが選択されると、その選択されたタブに対応した登録ユーザの待機画面に含まれるア
イコンオブジェクトが表示され、当該登録ユーザの待機画面に含まれるアイコンオブジェ
クトを編集することができる。
【００１３】
　つまり、登録ユーザ毎に個別に、当該登録ユーザの待機画面に含まれるアイコンオブジ
ェクトを編集することができる。そのため、管理者モードにおいて、各ユーザの実行可能
な機能を効率的に管理することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態の画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態の画像処理装置の操作パネルを示す説明図である。
【図３】（ａ）はユーザＡログイン時の待機画面を示す説明図、（ｂ）はユーザＢログイ
ン時の待機画面を示す説明図、（ｃ）はユーザＣログイン時の待機画面を示す説明図であ
る。
【図４】アイコン管理テーブルを示す説明図である。
【図５】（ａ）は管理者メニュー画面を示す説明図、（ｂ）は待機画面設定画面を示す説
明図である。
【図６】一括編集タブが選択された管理者編集画面の各種表示例を示す説明図である。
【図７】管理者編集画面に含まれる権限設定画面を示す説明図である。
【図８】（ａ）はログインユーザがユーザＢである場合の個別編集画面を示す説明図、（
ｂ）はログインユーザがユーザＣである場合の個別編集画面を示す説明図である。
【図９】待機画面処理の一部を示すフローチャートである。
【図１０】待機画面処理の他の一部（図９の続き）を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら説明する。
　［実施形態］
　（１）画像処理装置の構成
　図１に示す本実施形態の画像処理装置１０は、原稿の画像を読み取ってその読み取った
画像の画像データを生成するスキャン機能、記録用紙への画像の印刷を行う印刷機能、ス
キャン機能により読み取った画像を印刷機能により記録用紙に印刷するコピー機能、ファ
クシミリデータの送受信を行うファクス機能など、規定の複数の機能を備えている。
【００１６】
　画像処理装置１０は、図１に示すように、制御部１１と、記憶部１２と、表示部１３と
、入力部１４と、読取部１５と、印刷部１６と、メディアインタフェース部１７と、第１
通信部１８と、第２通信部１９とを備え、これらがバス２０を介して相互に接続されてい
る。画像処理装置１０における、不図示の筐体の一側面には、図２に示す操作パネル３が
設けられている。なお、メディアインタフェース部のことを、以下「メディアＩ／Ｆ」と
略称する。
【００１７】
　制御部１１はＣＰＵを有する。記憶部１２は、例えばＲＯＭ、ＲＡＭ、ＮＶＲＡＭ、フ
ラッシュメモリなどの半導体メモリを有する。即ち、画像処理装置１０は、ＣＰＵ及び半
導体メモリを含むマイクロコンピュータを備えている。
【００１８】
　制御部１１は、非遷移的実体的記録媒体に格納されたプログラムを実行することにより
各種機能を実現する。本実施形態では、記憶部１２が、プログラムを格納した非遷移的実
体的記録媒体に該当する。なお、制御部１１により実現される各種機能は、プログラムの
実行によって実現することに限るものではなく、その一部又は全部について、一つあるい
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は複数のハードウェアを用いて実現してもよい。
【００１９】
　記憶部１２には、後述する待機画面３０（図２参照）を含む各種画面のデータが記憶さ
れている。また、記憶部１２には、図４に示すアイコン管理テーブルのデータ、図９～図
１０に示す待機画面処理のプログラム、なども記憶されている。
【００２０】
　表示部１３は、例えば液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどの、画像を表示可
能な表示デバイスを有する。
　入力部１４は、各種入力操作を受け付けるための入力用デバイスを有する。入力部１４
が有する入力用デバイスには、図２に示すように、操作パネル３に設けられている、電源
ボタン５、テンキー６、戻りボタン７、ホームボタン８、停止ボタン９、及びタッチパネ
ル１４ａなどが含まれる。
【００２１】
　タッチパネル１４ａは、表示部１３の表示デバイスにおける画像が表示される画像表示
領域に配置される。なお、図２に示されている表示部１３は、詳しくは、表示部１３が有
する表示デバイスにおける画像表示領域を示している。この画像表示領域のほぼ全範囲に
タッチパネル１４ａが重畳配置されている。
【００２２】
　タッチパネル１４ａは、表示部１３の画像表示領域に対する、指示体による接触又は近
接による指示操作を検出可能である。即ち、タッチパネル１４ａは、表示部１３の画像表
示領域に対して指示体による指示操作が行われている場合に、その指示操作が行われてい
る位置である指示位置を示す位置情報を出力可能に構成されている。本実施形態のタッチ
パネル１４ａは、指示体により指示操作が行われている間、位置情報を連続的又は周期的
に出力するよう構成されている。
【００２３】
　なお、タッチパネル１４ａは、指示操作として接触のみ検出可能な構成であってもよい
し、近接のみ検出可能な構成であってもよいし、接触及び近接の両方を検出可能な構成で
あってもよい。
【００２４】
　制御部１１は、タッチパネル１４ａから出力される位置情報を取得し、その取得した位
置情報に基づいて、指示体の指示操作の有無、指示操作が行われている場合における指示
位置、指示操作が行われている場合における指示体による少なくとも一種類の特定の操作
を検出することができる。
【００２５】
　制御部１１が検出可能な特定の操作には、例えば、タップ操作、フリック操作、ドラッ
グ操作などが含まれる。タップ操作は、指示体により指示操作が行われた後、同じ位置で
指示体が離れる操作である。指示操作を行うことが可能な指示体の具体的態様は種々考え
られ、例えば指先であってもよいし、スタイラスペンなどの特定の指示用デバイスであっ
てもよい。
【００２６】
　読取部１５は、イメージセンサを備え、原稿の画像を読み取り、読み取った画像の画像
データを生成する。印刷部１６は、インクジェット技術や電子写真技術の印刷機構を有し
、シート状の記録用紙に画像を印刷することが可能である。
【００２７】
　メディアＩ／Ｆ１７は、例えばＵＳＢフラッシュメモリなどの、各種の記憶メディアが
装着されるインタフェース部であり、装着された記憶メディアに対するデータの書き込み
及び読み出しを制御する。
【００２８】
　第１通信部１８は、画像処理装置１０をデータ通信用のネットワークに接続するための
通信インタフェースである。第１通信部１８は、例えば、有線ＬＡＮ、無線ＬＡＮ、イン
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ターネットなどの各種ネットワークの少なくとも１つに接続可能である。
【００２９】
　画像処理装置１０は、第１通信部１８を介して、パソコンやスマートフォン、タブレッ
ト端末などの各種情報処理装置と有線又は無線にてデータ通信可能であってもよい。また
、画像処理装置１０は、第１通信部１８を介してインターネットに接続し、インターネッ
トを介して他の各種サーバや各種情報処理装置などとデータ通信可能であってもよい。
【００３０】
　第２通信部１９は、通信回線１５０を通じて外部機器と通信を行うためのインタフェー
ス部である。第２通信部１９に接続される通信回線１５０は、本実施形態では例えば公衆
電話網である。ファクス機能におけるファクシミリデータの送受信は、基本的には、第２
通信部１９を介して行われる。
【００３１】
　図２に示す操作パネル３について具体的に説明する。電源ボタン５は、画像処理装置１
０の電源をオン、オフさせるためにユーザにより操作されるハードキーである。電源ボタ
ン５の押下により画像処理装置１０に電源が投入されて画像処理装置１０の動作が開始さ
れると、制御部１１は、特定の初期化処理を行った後、表示部１３に待機画面３０を表示
させる。ユーザは、その待機画面３０を起点として各種入力操作を行うことで、表示部１
３に表示させる画面を切り替えたり、各種設定を行ったり、各種機能を実行させたりする
ことができる。
【００３２】
　テンキー６は、例えばファクシミリデータの送信先番号を入力するときやコピー機能に
おけるコピー部数を入力するときなど、主に数字を入力する際にユーザにより操作される
、０～９までの各数字のハードキーを含む複数のハードキーの総称である。
【００３３】
　戻りボタン７は、表示部１３の画面を現在表示されている画面の直前に表示されていた
画面に戻すためにユーザに操作されるハードキーである。ホームボタン８は、表示部１３
に待機画面３０を表示させるためにユーザに操作されるハードキーである。停止ボタン９
は、処理中の動作を停止させるためにユーザにより操作されるハードキーである。
【００３４】
　（２）待機画面の説明
　待機画面３０は、複数のタブを有するタブ形式の画面である。複数のタブにはそれぞれ
個別にタブ画面が対応付けられている。待機画面３０には、複数のタブのうち選択状態に
されている１つのタブに対応したタブ画面が表示される。待機画面３０を表示させるため
に必要な各種情報や、待機画面３０に対して入力部１４を介して各種入力操作が行われた
場合に実行すべき処理の内容に関する情報などは、記憶部１２に記憶されている。
【００３５】
　図２に示すように、待機画面３０には、本実施形態では例えば最大４つのタブが表示さ
れる。なお、本実施形態では、タブの総数Ｎｔは、待機画面３０に同時に表示可能なタブ
の最大数である４よりも多い。図２は、待機画面３０に、第１タブ～第ＮｔタブのＮｔ個
のタブのうち、第１タブ２１、第２タブ２２、第３タブ２３及び第４タブ２４が表示され
ている例を示している。
【００３６】
　各タブには、それぞれ、当該タブの名称が表示される。選択状態にされているタブは、
他のタブとは異なる態様で表示される。図２は、タブ名が「基本機能１」の第１タブ２１
が選択状態にされていて、第１タブ２１が他のタブとは異なる態様（例えば異なる色、異
なる大きさなど）で表示されている例を示している。
【００３７】
　待機画面３０には、第１タブ～第Ｎｔタブの全Ｎｔ個のタブそれぞれに対応した第１タ
ブ画面～第Ｎｔタブ画面のうち、選択状態にされている１つのタブに対応したタブ画面が
表示される。図２は、選択状態にされている第１タブ２１に対応付けられている第１タブ
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画面４０が表示されている例を示している。
【００３８】
　各タブに対応付けられている各タブ画面は、複数のアイコンが配置された画面である。
本実施形態では、１つのタブ画面に例えば８個のアイコンが配置される。即ち、図２に示
すように、第１タブ画面４０には、第１アイコン４１～第８アイコン４８が配置される。
各アイコンの具体的種類は、後述するように変更することができる。
【００３９】
　各タブ画面に配置される各アイコンには、それぞれ、特定の処理が対応付けられている
。ユーザによりいずれかのアイコンがタップされると、そのアイコンに対応付けられてい
る特定の処理が実行される。
【００４０】
　図２に例示する第１タブ画面４０においては、第１アイコン４１はファクス機能におけ
る特定の処理が対応付けられたアイコンであり、第２アイコン４２はコピー機能における
特定の処理が対応付けられたアイコンであり、第３アイコン４３はスキャン機能における
特定の処理が対応付けられたアイコンである。第４アイコン４４～第８アイコン４８の５
つのアイコンは、特定の処理が対応付けられていない未登録アイコンである。ユーザは、
これらの未登録アイコンに特定の処理を登録することができる。
【００４１】
　待機画面３０における、タブが表示される領域の両端近傍には、左ボタン２８及び右ボ
タン２９が表示される。Ｎｔ個のタブの左右方向の配列順は予め決められている。現在表
示されている４つのタブよりも左側に他のタブが配列されている場合は、左ボタン２８を
タップすることによって、表示対象のタブを右側にスクロールさせることで、現在表示さ
れている４つのタブよりも左側に配列されているタブを表示させることができる。逆に、
現在表示されている４つのタブよりも右側に他のタブが配列されている場合は、右ボタン
２９をタップすることによって、表示対象のタブを左側にスクロールさせることで、現在
表示されている４つのタブよりも右側に配列されているタブを表示させることができる。
【００４２】
　現在選択状態にされているタブのタブ画面から、他のタブのタブ画面に切り替えたい場
合は、例えば、切り替え先のタブをタップすればよい。現在選択状態のタブ以外のタブを
タップすると、そのタップしたタブが選択状態にされて、待機画面３０には、その新たに
選択状態にされたタブに対応したタブ画面が表示される。
【００４３】
　待機画面３０における左上には、ユーザモード切替ボタン２６が表示される。本実施形
態の画像処理装置１０は、ユーザ認証機能を備えている。ユーザ認証機能は、画像処理装
置１０のユーザモードを、一般モード及び少なくとも１つの個人モードのうちのいずれか
に設定する機能である。
【００４４】
　ユーザモード切替ボタン２６には、現在設定されているユーザモードを示す情報（例え
ばテキスト）が表示される。図２の待機画面３０は、ユーザモードが一般モードに設定さ
れている例を示している。一般モードは、後述するパスワード入力などの認証操作を要す
ることなく全てのユーザが設定可能なユーザモードである。
【００４５】
　ユーザモード切替ボタン２６がタップされると、表示部１３に、ユーザモードを選択す
るための不図示のユーザモード選択画面が表示される。
　本実施形態では、ユーザモード選択画面には、選択肢として例えば「一般モード」、「
ユーザＡ」、「ユーザＢ」および「ユーザＣ」が表示される。なお、「ユーザＡ」、「ユ
ーザＢ」および「ユーザＣ」はいずれも個人モードに対応する。そして、「一般モード」
が選択されると、ユーザモードが一般モードに設定される。
【００４６】
　一方、ユーザモード選択画面において、「一般モード」以外の個人モードが選択される
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と、ユーザ認証を行うための不図示の認証画面が表示される。この認証画面を介して、選
択された個人モードに対応した正規の認証情報（例えば正規のパスワード）が入力される
と、認証が成功、即ちログインし、ユーザモードが、選択された個人モードに設定される
。ユーザモードが個人モードに設定されると、待機画面３０には、当該個人モードに登録
されているアイコンが表示される。
【００４７】
　例えば、「ユーザＡ」がログインすると、ユーザモードがユーザＡの個人モードに設定
される。この場合、待機画面３０には、図３（ａ）に例示するように、ユーザＡに対応し
て登録されている５つのアイコンが、第１アイコン４１～第３アイコン４３、第５アイコ
ン４５及び第６アイコン４６としてそれぞれ表示される。
【００４８】
　なお、待機画面３０におけるアイコンの種類及び配置位置は、ユーザモード毎に、図４
に示すアイコン管理テーブルにおいて設定されている。待機画面３０におけるアイコンの
種類及び配置位置は、ユーザモード毎に個別に編集可能であり、編集された場合、その編
集内容に応じてアイコン管理テーブルの内容が更新される。
【００４９】
　アイコン管理テーブルには、個人モードに対応したユーザ毎に、ログイン時に待機画面
３０に表示させるアイコン及びその位置が設定されている。図４に示す例においては、例
えばユーザＡに関しては、ログイン時の待機画面３０において、第１アイコン４１として
ファクス機能のアイコンが表示され、第２アイコン４２としてコピー機能のアイコンが表
示され、第３アイコン４３としてスキャン機能のアイコンが表示され、第５アイコン４５
として「全てのメニュー」アイコンが表示され、第６アイコン４６として２ｉｎ１ＩＤコ
ピーアイコンが表示されるように設定されている。この設定例に基づき、例えばユーザＡ
がログインしてユーザモードがユーザＡの個人モードに設定されると、図３（ａ）に示す
ような、ユーザＡに対応した待機画面３０が表示される。
【００５０】
　また、例えばユーザＢがログインしてユーザモードがユーザＢの個人モードに設定され
ると、アイコン管理テーブルにおけるユーザＢの待機画面アイコン情報に基づき、図３（
ｂ）に示すような、ユーザＢに対応した待機画面３０が表示される。
【００５１】
　また、例えばユーザＣがログインしてユーザモードがユーザＣの個人モードに設定され
ると、アイコン管理テーブルにおけるユーザＣの待機画面アイコン情報に基づき、図３（
ｃ）に示すような、ユーザＣに対応した待機画面３０が表示される。
【００５２】
　なお、図４に示すように、アイコン管理テーブルには、ユーザ毎に、管理者権限を有す
るか否かを示す情報、及び編集頻度を示す情報が記憶される。本実施形態では、ユーザＡ
は管理者に設定されている。
【００５３】
　編集頻度は、待機画面３０に表示させるアイコンの編集作業が行われた頻度（例えば回
数）を示す情報である。この編集頻度は、例えば、後述する図１０のＳ３２０及びＳ３４
０の処理において更新（例えば累積加算）される。
【００５４】
　なお、図４に示すアイコン管理テーブルにおいては、図６に示す一括編集（管理者）タ
ブ６１に基づく編集作業の編集頻度も記憶される。
　また、本実施形態の画像処理装置１０は、個人モード毎の待機画面３０に表示させるア
イコンの種類を、個人モード毎に個別に、又は全ての個人モードを対象として一括して、
編集することが可能に構成されている。つまり、待機画面３０に表示されるアイコンの種
類や数をユーザモード毎に異ならせることが可能である。
【００５５】
　具体的に、待機画面３０には、図３に示すように管理者ボタン２７が表示される。ログ
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インしているユーザが管理者である場合に管理者ボタン２７がタップされると、図５（ａ
）に示す管理者メニュー画面５０が表示部１３に表示される。
【００５６】
　管理者メニュー画面５０には、待機画面設定ボタン５１が表示される。待機画面設定ボ
タン５１がタップされると、図５（ｂ）に示す待機画面設定画面５５が表示部１３に表示
される。待機画面設定画面には、アイコンボタン５６が表示される。アイコンボタン５６
がタップされると、表示部１３に、図６に示す管理者編集画面６０が表示される。
【００５７】
　（３）管理者編集画面の説明
　図６（ａ）～（ｄ）に例示する管理者編集画面６０は、各個人ユーザに対応した各待機
画面３０を編集するための画面であり、換言すれば、図４に示したアイコン管理テーブル
を編集するための画面である。
【００５８】
　管理者編集画面６０には、一括編集タブ６１と、登録されているユーザ毎（即ちログイ
ン可能なユーザ毎）の個別編集タブとが表示される。本実施形態では、例えば、ユーザＡ
，ユーザＢ及びユーザＣの三人の個人ユーザが登録され、ログイン可能に設定されている
。そのため、管理者編集画面６０には、これら三人の個人ユーザの各々に対応した３つの
個別編集タブ、即ち、ユーザＡに対応した第１個別編集タブ６２、ユーザＢに対応した第
２個別編集タブ６３及びユーザＣに対応した第３個別編集タブ６４が表示される。
【００５９】
　一括編集タブ６１及び各個別編集タブは、これらのうちのいずれか１つが選択状態にさ
れ、選択状態にされていない他のタブを例えばタップ操作することでそのタップ操作した
タブを選択状態に切り替えることができる。
【００６０】
　管理者編集画面６０において、いずれかの個別編集タブが選択状態にされると、その個
別編集タブに対応した個人ユーザの待機画面３０に表示される各タブ２１～２４及び各ア
イコン４１～４８を含む画面（以下、「個別編集タブ画面」と称する）が表示され、その
個人ユーザの待機画面３０に表示されるアイコンを編集することができる。
【００６１】
　管理者編集画面６０において、一括編集タブ６１が選択状態にされると、各タブ２１～
２４が表示されると共に、タブ毎に、各個人ユーザの各待機画面３０に表示されるアイコ
ンが一括表示される。一括編集タブ６１が選択状態にされているときに管理者編集画面６
０に表示される画面を、以下、一括編集タブ画面とも称する。図６（ａ）～（ｄ）は、い
ずれも、一括編集タブ画面が表示されている例を示している。
【００６２】
　本実施形態では、一括編集タブ画面において、管理者権限を有するユーザの待機画面３
０にのみ表示されるように設定されているアイコンは、第１の表示態様にて表示される。
また、全ての個人ユーザの待機画面３０に表示されるように設定されているアイコンは、
第２の表示態様にて表示される。また、全ての個人ユーザのうち一部ユーザの待機画面３
０にのみ表示されるように設定されているアイコンは、第３の表示態様にて表示される。
【００６３】
　本実施形態では、例えば、管理者権限を有するユーザＡの待機画面３０において第５ア
イコン４５として表示される「全てのメニュー」アイコン（図３（ａ）参照）は、他の個
人ユーザの待機画面３０には表示されない。そのため、図６（ａ）～（ｄ）に示すように
、「全てのメニュー」アイコンは、一括編集タブ画面において、例えば第５アイコン４５
として、第１の表示態様で表示される。
【００６４】
　また例えば、セキュリティ印刷アイコンは、ユーザＣの待機画面３０にのみ、第５アイ
コン４５として表示される（図３（ｃ）参照）。そのため、図６（ａ）～（ｄ）に示すよ
うに、セキュリティ印刷アイコンは、一括編集タブ画面において、例えば第６アイコン４
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６として、第３の表示態様で表示される。
【００６５】
　なお、第３の表示態様は、図６（ａ）に例示するように、対応する個人ユーザを示すユ
ーザマーク７７が付加されることを含む。このユーザマーク７７により、対応するアイコ
ンがどの個人ユーザの待機画面３０に表示されるように設定されているのかを容易に認識
することができる。
【００６６】
　また例えば、２ｉｎ１ＩＤコピーアイコンは、図３（ａ）～図３（ｃ）に示すように、
ユーザＡ、ユーザＢ及びユーザＣの全てのユーザの待機画面３０において表示される。そ
のため、図６（ａ）～（ｄ）に示すように、２ｉｎ１ＩＤコピーアイコンは、一括編集タ
ブ画面において、例えば第７アイコン４７として、第２の表示態様で表示される。
【００６７】
　なお、第１～第３の表示態様は、それぞれ、どのような表示態様であってもよく、相互
に視覚的に認識又は区別可能であればよい。例えば、これら３種類の表示態様を、色によ
って区別するようにしてもよい。即ち、例えば、アイコンの背景色として第１の色が付加
される表示態様を第１の表示態様とし、第１の色とは異なる第２の色が付加される表示態
様を第２の表示態様とし、第１の色及び第２の色のいずれとも異なる第３の色が付加され
る表示態様を第３の表示態様としてもよい。また、一括編集タブ画面においては、各アイ
コンはどの位置に配置されてもよい。
【００６８】
　また、本実施形態では、一例として、ファクスアイコン、コピーアイコン及びスキャン
アイコンは、どのユーザの待機画面においても第１アイコン４１～第３アイコン４３とし
て表示されるように設定されている。そのため、これら３つのアイコンについては、一括
編集タブ画面においては、待機画面３０に表示される表示態様と同じ表示態様で表示され
る。
【００６９】
　ただし、これら３つのアイコンについても、第１～第３の表示態様のいずれかで表示さ
せてもよい。本実施形態の場合、例えば、これら３つのアイコンをいずれも第２の表示態
様で表示させてもよい。
【００７０】
　管理者編集画面６０には、さらに、各アイコンの一部又は全てを編集対象として各種の
編集操作を行うための、編集操作の種類毎の個別のアイコン編集ボタンが表示される。具
体的に、本実施形態では、アイコン編集ボタンとして、左移動ボタン７１、右移動ボタン
７２、入れ替えボタン７３、削除ボタン７４、及び一括削除ボタン７５が表示される。
【００７１】
　一括削除ボタン７５は、第１タブ２１～第Ｎｔタブの全Ｎｔ個のタブに登録されている
全てのアイコンの登録を解除して未登録アイコンに切り替えるためのボタンである。
　削除ボタン７４は、選択されたアイコンを削除するためのボタン、即ち、選択されたア
イコンの登録状態を解除して未登録アイコンに切り替えるためのボタンである。
【００７２】
　入れ替えボタン７３は、何れか２つのアイコンの位置を入れ替えるためのボタンである
。右移動ボタン７２は、何れか１つのアイコンを、当該アイコンの右側に移動させるため
のボタンである。左移動ボタン７１は、何れか１つのアイコンを、当該アイコンの左側に
移動させるためのボタンである。
【００７３】
　管理者は、管理者編集画面６０において、各アイコン編集ボタン（左移動ボタン７１、
右移動ボタン７２、入れ替えボタン７３、削除ボタン７４及び一括削除ボタン７５）を利
用して、各ユーザの待機画面に表示させるアイコンを編集することができる。
【００７４】
　各アイコン編集ボタンのうちどれが有効になるかについては、選択されているタブある



(13) JP 2020-52922 A 2020.4.2

10

20

30

40

50

いは選択されているアイコンなどに応じて変化し得る。例えば、どのアイコンも選択され
ていない状態では、各アイコン編集ボタンのうち一括削除ボタン７５が有効となる。一方
、いずれかのアイコンが選択されると、各アイコン編集ボタンのうち、一括削除ボタン７
５を除く４つのボタンが有効となる。
【００７５】
　また、管理者編集画面６０には、ソート（編集頻度順）ボタン６６が表示される。一括
編集タブ６１及び各ユーザタブ６２，６３，６４の配列順序は、基本的には、管理者権限
で表示される一括編集タブ６１が最上位となり、２番目以降は、管理者以外の他の登録ユ
ーザのユーザタブが規定の順序（例えば図４のアイコン管理テーブルにおける昇順）で配
列される。
【００７６】
　これに対し、ソートボタン６６がタップされると、上記配列順序が、アイコン管理テー
ブルに記憶されている編集頻度に応じて並び替えられる。即ち、編集頻度が多いタブほど
上位に成るように配列順序が並び替えられる。
【００７７】
　図４に例示されている各編集頻度に基づいて一括編集タブ６１及び各個別編集タブ６２
～６４を並び替えると、配列順序は、一括編集タブ６１、第１個別編集タブ６２（ユーザ
Ａ対応）、第３個別編集タブ６４（ユーザＣ対応）、第２個別編集タブ６３（ユーザＢ）
、の順となり、各編集タブ６１～６４はこの順に並び替えられる。具体的には、この場合
は、図６（ａ）に示す状態から、ユーザＢとユーザＣの位置が左右入れ替わることになる
。
【００７８】
　また、図６（ｂ）～図６（ｄ）に例示するように、一括編集タブ画面において、いずれ
かのアイコンに対して特定の指定操作（例えば長押し）がなされると、その指定操作され
たアイコンに対応した権限設定画像７８が表示される。権限設定画面７８は、本実施形態
では、例えば、その指定操作されたアイコンの近傍にポップアップ表示される。
【００７９】
　権限設定画像７８は、具体的には、図７に別図にて示すように、登録ユーザ毎のチェッ
クボックス１０１～１０３と、全ユーザ選択ボタン１１１と、全ユーザ解除ボタン１１２
と、ＯＫボタン１１３とが表示される。各チェックボックス１０１～１０３のうち、対応
するアイコンが待機画面３０に表示されるように設定されているユーザのチェックボック
スには、チェックマークが表示されている。
【００８０】
　図６（ｂ）の例では、第５アイコン４５として表示されている「全てのメニュー」アイ
コンは、管理者権限のユーザＡの待機画面３０にのみ表示されるように設定されている。
そのため、当該アイコンが指定操作された場合に表示される権限設定画像７８においては
、ユーザＡに対応したチェックボックス１０１にチェックマークが表示される。
【００８１】
　ユーザは、この権限設定画像７８を介して、当該アイコンを表示させるユーザを変更す
ることができる。例えば、表示させたいユーザのチェックボックスをタップしてそのチェ
ックボックスにチェックマークを表示させることにより、当該アイコンを対応するユーザ
の待機画面に表示させるように登録することができる。
【００８２】
　また、既にチェックマークが表示されているチェックボックスを例えばタップすること
で、そのチェックマークを消去して、対応するユーザの待機画面に当該アイコンが表示さ
れないようにすることができる。
【００８３】
　また、全ユーザ選択ボタン１１１がタップされると、全てのチェックボックス１０１～
１０３が選択状態にされてチェックマークが表示される。即ち、全ユーザ選択ボタン１１
１をタップすることで、全てのユーザの待機画面に当該アイコンが表示されるようにする
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ことができる。
【００８４】
　また、全ユーザ解除ボタン１１２がタップされると、全てのチェックボックス１０１～
１０３の選択状態が解除されてチェックマークが消去される。即ち、全ユーザ解除ボタン
１１２をタップすることで、全てのユーザの待機画面に当該アイコンが表示されないよう
にすることができる。
【００８５】
　ＯＫボタン１１３がタップされると、そのタップされた時点における各チェックボック
ス１０１～１０３の状態、即ちチェックマークの有無が、図４のアイコン管理テーブルに
おける当該アイコンの設定値に反映される。即ち、当該アイコンが表示されるユーザが、
ＯＫボタン１１３タップ時にチェックマークが表示されているユーザに設定される。なお
、待機画面３０における当該アイコンの具体的表示位置は、どのような方法で決定されて
もよい。ＯＫボタン１１３がタップされると、権限設定画像７８は消去される。
【００８６】
　図６（ｃ）の例では、第６アイコン４６として表示されているセキュリティ印刷アイコ
ンは、ユーザＣの待機画面３０にのみ表示されるように設定されている。そのため、当該
アイコンが指定操作された場合に表示される権限設定画像７８においては、ユーザＣに対
応したチェックボックス１０３にチェックマークが表示される。この場合においても、図
６（ｂ）の例と同様に、ユーザは、当該アイコンをどのユーザの待機画面３０に表示させ
るかについて任意に設定変更することができる。
【００８７】
　図６（ｄ）の例では、第７アイコン４７として表示されている２ｉｎ１ＩＤコピーアイ
コンは、全てのユーザの待機画面３０に表示されるように設定されている。そのため、当
該アイコンが指定操作された場合に表示される権限設定画像７８においては、ユーザＡ～
Ｃの全てに対応した全てのチェックボックス１０１～１０３にチェックマークが表示され
る。この場合においても、図６（ｂ）の例と同様に、ユーザは、当該アイコンをどのユー
ザの待機画面３０に表示させるかについて任意に設定変更することができる。
【００８８】
　管理者以外のユーザがログインしてそのユーザに対応した待機画面３０が表示されてい
る場合に、管理者ボタン２７がタップされると、ログインユーザに対応した待機画面３０
を設定可能な、個別編集画面が表示される。
【００８９】
　例えば、ユーザＢがログインしているときに管理者ボタン２７がタップされると、図８
（ａ）に示すように、ユーザＢの待機画面３０に表示させるアイコンを編集するための個
別編集画面８１が表示される。この個別編集画面８１においても、管理者編集画面６０（
図６参照）と同様、各アイコン編集ボタン（左移動ボタン７１、右移動ボタン７２、入れ
替えボタン７３、削除ボタン７４及び一括削除ボタン７５）が表示される。ただし、管理
者以外のユーザがログインしている場合は、削除ボタン７４及び一括削除ボタン７５は無
効となり、使用できない。ユーザＢは、左移動ボタン７１、右移動ボタン７２及び入れ替
えボタン７３を利用して、ユーザＢの待機画面３０に表示させるアイコンを編集すること
ができる。
【００９０】
　また例えば、ユーザＣがログインしているときに管理者ボタン２７がタップされると、
図８（ｂ）に示すように、ユーザＣの待機画面３０に表示させるアイコンを編集するため
の個別編集画面８２が表示される。ユーザＣは、この個別編集画面８２において、左移動
ボタン７１、右移動ボタン７２及び入れ替えボタン７３を利用して、待機画面３０に表示
させるアイコンを編集することができる。
【００９１】
　（４）待機画面処理
　次に、上述した待機画面３０の表示及び編集を実現するために制御部１１が実行する待
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機画面処理について、図９及び図１０を用いて説明する。制御部１１は、起動後、記憶部
１２から図９及び図１０の待機画面処理のプログラムを読み込み、実行する。
【００９２】
　制御部１１は、図９の待機画面処理を開始すると、Ｓ１１０で、ユーザモードを一般モ
ードに設定し、一般モードの待機画面３０（図２参照）を表示させる。
　Ｓ１２０では、ログインの要求が入力されたか否か判断する。具体的には、ユーザモー
ド切替ボタン２６がタップされることに応じて、前述のユーザモード選択画面を表示させ
る。そして、そのユーザモード選択画面においていずれかの登録ユーザが選択され、その
登録ユーザに対応した正規の認証情報が入力されたか否か判断する。
【００９３】
　正規の認証情報が入力されなかった場合、若しくはユーザモード切替ボタン２６がタッ
プされていない場合は、Ｓ３８０に移行する。Ｓ３８０では、ログイン要求以外の他の入
力情報に対応した処理を実行して、Ｓ１１０に移行する。
【００９４】
　Ｓ１２０で、ログイン要求が入力された場合、即ち正規の認証情報が入力された場合は
、Ｓ１３０で、その正規の認証情報に基づくログイン処理を行い、ユーザモードを個人モ
ードに設定する。そしてＳ１４０で、アイコン管理テーブル（図４参照）に基づき、ログ
インユーザに対応した待機画面３０（図３（ａ）～図３（ｃ）参照）を表示させる。なお
、このときどのタブが選択状態にされてもよい。
【００９５】
　Ｓ１５０では、編集画面（管理者編集画面又は個別編集画面）への遷移要求が入力され
たか否か判断する。具体的には、管理者ボタン２７がタップされたか否か判断する。管理
者ボタン２７がタップされていない場合は、Ｓ３９０に移行する。Ｓ３９０では、ログア
ウトされたか否か、即ちユーザモードが一般モードに設定されたか否か判断する。
【００９６】
　ログアウトされていない場合は、Ｓ４００で、Ｓ３８０と同様にログアウト以外の他の
入力情報に対応した処理を実行して、Ｓ１４０に移行する。ログアウトされた場合は、Ｓ
１１０に移行する。
【００９７】
　Ｓ１５０で、管理者ボタン２７がタップされた場合は、Ｓ１６０に移行する。Ｓ１６０
では、編集画面遷移処理を実行する。具体的には、例えば各アイコン編集ボタンを表示さ
せるなど、編集画面を構成する所定のパーツを画面に配置する。
【００９８】
　Ｓ１７０では、ログインユーザが管理者権限を有するか否か判断する。管理者権限を有
しない場合は、Ｓ１８０に移行する。Ｓ１８０では、アイコン管理テーブルからログイン
ユーザの待機画面に表示させるアイコンの情報を取得する。Ｓ１９０では、Ｓ１８０で取
得した情報に基づき、ログインユーザの編集画面、即ち上述の個別編集画面（図８（ａ）
、図８（ｂ）参照）を表示する。
【００９９】
　Ｓ２００では、個別編集画面に対する、アイコンを編集するための編集入力操作がなさ
れたか否か判断する。編集入力操作がなされていない場合は、Ｓ２２０に移行する。編集
入力操作がなされた場合は、Ｓ２１０で、その編集入力操作に従ってアイコンの編集を行
う。具体的には、例えば、アイコン管理テーブルの登録内容を編集入力操作に従って変更
する。また、Ｓ２１０では、アイコン管理テーブルにおける対応ユーザの編集頻度を１つ
インクリメントする。
【０１００】
　Ｓ２２０では、編集が完了したか否か判断する。この判断は種々の方法で行ってよい。
例えば、戻りボタン７が押下されることに応じて編集が完了したと判断してもよい。編集
が完了していない場合はＳ２００に移行し、編集が完了した場合はＳ１４０に移行する。
【０１０１】
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　Ｓ１７０で、ログインユーザが管理者権限を有する場合は、画像処理装置１０の動作モ
ードを管理者モードに設定し、Ｓ２３０（図１０参照）へ移行する。Ｓ２３０では、管理
者（管理者権限を有するユーザ）を含む全ての登録ユーザの待機画面情報をアイコン管理
テーブルから取得する。
【０１０２】
　Ｓ２４０では、デフォルトユーザタブが選択状態にされた管理者編集画面６０を表示す
る。即ち、一括編集タブ６１及び各個別編集タブ６２～６４のうち、デフォルト設定され
ているタブを選択状態として、そのタブに対応したアイコンを含む管理者編集画面６０を
表示させる（図６参照）。デフォルトユーザタブはどの編集タブであってもよい。本実施
形態では、デフォルトユーザタブは例えば一括編集タブ６１である。
【０１０３】
　そのため、Ｓ２４０では、図６に示すように、一括編集タブ画面を含む管理者編集画面
６０が表示される。このとき、各アイコンは、図６を用いて説明したように、各アイコン
がどのユーザに登録されているかに応じた表示態様で表示される。
【０１０４】
　Ｓ２５０では、例えばＳ２２０と同様の方法で、アイコンの編集が完了したか否か判断
する。アイコンの編集が完了した場合は、Ｓ１４０に移行する。アイコンの編集が完了し
ていない場合は、Ｓ２６０に移行する。
【０１０５】
　Ｓ２６０では、ソートボタン６６がタップされたか否か判断する。ソートボタン６６が
タップされていない場合はＳ２８０に移行する。ソートボタン６６がタップされた場合は
、Ｓ２７０に移行する。Ｓ２７０では、アイコン管理テーブルに記憶されている各編集頻
度に基づき、前述の通り、編集頻度が高い順に各編集タブ６１～６４の配列順序を変更す
る。Ｓ２７０の処理の後はＳ２８０に移行する。
【０１０６】
　Ｓ２８０では、選択状態の編集タブを他の編集タブに切り替える編集タブ切替操作（即
ち他の編集タブのタップ操作）がなされたか否か判断する。編集タブ切替操作がなされて
いない場合はＳ３００に移行する。編集タブ切替操作がなされた場合はＳ２９０に移行す
る。Ｓ２９０では、切替先の編集タブに対応した編集画面（一括編集タブ画面又は何れか
の個人ユーザの個別編集タブ画面）を選択状態にて表示する。
【０１０７】
　Ｓ３００では、一括編集タブ画面が表示されているか否か判断する。一括編集タブ画面
が表示されていない場合、即ち個別編集タブ６２～６４のいずれかが選択状態にされてい
る場合は、Ｓ３１０に移行する。Ｓ３１０では、個別編集タブ画面に対する、アイコンを
編集するための編集入力操作がなされたか否か判断する。編集入力操作がなされていない
場合は、Ｓ２５０に移行する。編集入力操作がなされた場合は、Ｓ３２０で、その編集入
力操作に従ってアイコンの編集を行う。具体的には、例えば、アイコン管理テーブルの登
録内容を編集入力操作に従って変更する。また、Ｓ３２０では、アイコン管理テーブルに
おける対応ユーザの編集頻度を１つインクリメントする。Ｓ３２０の処理後はＳ２５０に
移行する。
【０１０８】
　Ｓ３００で、一括編集タブ画面が表示されている場合、即ち一括編集タブ６１が選択状
態にされた管理者編集画面６０が表示されている場合は、Ｓ３３０に移行する。Ｓ３３０
では、一括編集タブ画面に対する、アイコンを編集するための編集入力操作がなされたか
否か判断する。編集入力操作がなされていない場合は、Ｓ３５０に移行する。編集入力操
作がなされた場合は、Ｓ３４０で、その編集入力操作に従ってアイコンの編集を行う。具
体的には、例えば、アイコン管理テーブルの登録内容を編集入力操作に従って変更する。
また、Ｓ３４０では、アイコン管理テーブルにおける対応ユーザの編集頻度を１つインク
リメントする。Ｓ３４０の処理後はＳ３５０に移行する。
【０１０９】
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　Ｓ３５０では、アイコンの権限変更入力がなされたか否か判断する。具体的に、一括編
集タブ画面におけるいずれかのアイコンが指定操作（例えば長押し）されたか否か判断す
る。何れのアイコンも指定操作されない場合は、Ｓ２５０に移行する。いずれかのアイコ
ンが指定操作された場合は、Ｓ３６０に移行する。
【０１１０】
　Ｓ３６０では、指定操作されたアイコンに対応した権限設定画像７８（図６参照）を表
示させる。Ｓ３７０では、アイコン権限変更処理を実行する。具体的には、図７を用いて
説明したような、権限設定画像７８に対するユーザ入力に基づいて、前述のように、指定
操作されたアイコンを表示させるユーザの設定を更新する。Ｓ３７０の処理後は、Ｓ２５
０に移行する。
【０１１１】
　（５）実施形態の効果
　以上説明した実施形態では、登録ユーザ毎に個別に待機画面３０が用意され、いずれか
の登録ユーザが認証されるとその登録ユーザに対応した待機画面３０が表示される。その
ため、複数のユーザがそれぞれ、実行可能な機能（即ち待機画面３０に含まれるアイコン
）を効率的に実行することが可能となる。
【０１１２】
　さらに、管理者権限を有するユーザがログインした管理者モードにおいては、管理者編
集画面６０が表示される。管理者編集画面６０は、登録ユーザ毎の個別編集タブ６２～６
４を有する。管理者編集画面６０においていずれかの個別編集タブが選択されると、その
選択された個別編集タブに対応した登録ユーザの待機画面３０に含まれるアイコンが表示
され、当該登録ユーザの待機画面３０に含まれるアイコンを編集することができる。
【０１１３】
　つまり、登録ユーザ毎に個別に、当該登録ユーザの待機画面３０に含まれるアイコンを
編集することができる。そのため、管理者モードにおいて、各ユーザの実行可能な機能を
効率的に管理することが可能となる。
【０１１４】
　また、管理者編集画面６０には、一括編集タブ６１が表示される。一括編集タブ６１が
選択状態にされることに応じて表示される一括編集タブ画面には、図６に例示したように
、各登録ユーザの待機画面３０に表示されるアイコンが一括して表示される。そして、一
括編集タブ画面をベースに、各登録ユーザのアイコンを一括して編集することができる。
【０１１５】
　なお、本実施形態において、各アイコン４１～４８はアイコンオブジェクトの一例に相
当する。
　画像処理装置１０は表示制御装置の一例に相当する。各個別編集タブ６２～６４は登録
ユーザ毎のタブの一例に相当する。各アイコン編集ボタン７１～７５は編集オブジェクト
の一例に相当する。第１の表示態様は第１の態様の一例に相当する。第２の表示態様は第
２の態様の一例に相当する。第３の表示態様は第３の態様の一例に相当する。
【０１１６】
　また、Ｓ１２０の処理は認証処理の一例に相当する。Ｓ１３０の処理は管理者モード設
定処理の一例に相当する。Ｓ１４０の処理は待機画面表示処理の一例に相当する。Ｓ２４
０の処理は編集表示処理の一例に相当する。Ｓ２７０の処理はタブ配列処理の一例に相当
する。Ｓ２９０の処理はタブ切替処理の一例に相当する。Ｓ３２０及びＳ３４０の処理は
編集処理及び編集反映処理の一例に相当する。Ｓ３５０の処理はアイコン指定処理の一例
に相当する。Ｓ３６０の処理はアイコン編集画面表示処理の一例に相当する。Ｓ３７０の
処理は登録ユーザ選択処理及びアイコン設定処理の一例に相当する。
【０１１７】
　［他の実施形態］
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述の実施形態に限定されるこ
となく、種々変形して実施することができる。
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　（１）一括編集タブ画面（図６）において表示される各アイコンの具体的表示態様はど
のような態様であってもよい。
　（２）一括編集タブ画面におけるいずれかのアイコンを指定操作した場合に表示される
権限設定画像７８は、当該アイコンが表示されるユーザを任意に選択可能な他の画像であ
ってもよい。また、権限設定画像７８は、ポップアップ表示されることに限定されず、例
えば、一時的に管理者編集画面６０を消去して権限設定画像７８を含む画面に切り替える
ようにしてもよい。
【０１１９】
　（３）その他、上記実施形態における１つの構成要素が有する複数の機能を、複数の構
成要素によって実現したり、１つの構成要素が有する１つの機能を、複数の構成要素によ
って実現したりしてもよい。また、複数の構成要素が有する複数の機能を、１つの構成要
素によって実現したり、複数の構成要素によって実現される１つの機能を、１つの構成要
素によって実現したりしてもよい。また、上記実施形態の構成の一部を省略してもよい。
また、上記実施形態の構成の少なくとも一部を、他の上記実施形態の構成に対して付加又
は置換してもよい。なお、特許請求の範囲に記載した文言から特定される技術思想に含ま
れるあらゆる態様が本発明の実施形態である。
【符号の説明】
【０１２０】
１０…画像処理装置、１１…制御部、１２…記憶部、１３…表示部、１４…入力部、１４
ａ…タッチパネル、１５…読取部、１６…印刷部、１７…メディアＩ／Ｆ、１８…第１通
信部、１９…第２通信部、２１…第１タブ、２１…タブ、２２…第２タブ、２３…第３タ
ブ、２４…第４タブ、２６…ユーザモード切替ボタン、２７…管理者ボタン、３０…待機
画面、４０…第１タブ画面、４１…第１アイコン、４２…第２アイコン、４３…第３アイ
コン、４４…第４アイコン、４５…第５アイコン、４６…第６アイコン、４７…第７アイ
コン、４８…第８アイコン、６０…管理者編集画面、６１…一括編集タブ、６２…第１個
別編集タブ、６３…第２個別編集タブ、６４…第３個別編集タブ、６６…ソートボタン、
７１…左移動ボタン、７２…右移動ボタン、７３…入れ替えボタン、７４…削除ボタン、
７５…一括削除ボタン、７７…ユーザマーク、７８…権限設定画像、８１，８２…個別編
集画面、１０１～１０３…チェックボックス、１１１…全ユーザ選択ボタン、１１２…全
ユーザ解除ボタン、１１３…ＯＫボタン。
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